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歯歯碑碑碑歯歯で島つ歯歯歯歯歯碑  NO.279

冒頭の一言

夏の暑～しヽ盛りの時期は過ぎたとはいえ、まだまだ寝苦しい夜に皆さん悩んでお

られるのではないでしょうか。

そして日本各地でおきた災害級の大雨、台風などで被害にあわれた方々に、心よ

りお見舞い申し上げます。

これから段々と過ごしやすい日が多くなってくると思います。この時期、小さな

秋を見つけに外へ行くのも良いですし、家の中でまつたり過ごされるのも良いです

ね。そのまつたりした時間にこの「障ちゃんニュース」も仲間に入れてやつて下さ

いませ。                             Kaokao

ハ  八
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第 21回 NPO法人文福総会報告

去る 6月 10日 土曜日サンフォルテにて文福 21回総会が開催しました。

コロナも5類になったので、感染対策をしつかりしたうえで今年は 4年

ぶりに通年通り2部構成の総会を行いました。

年前の部は議長選出をし、そして各部門から前年度の活動報告や、今年

度の活動計画、活動決算報告と予算案など順をおつて、 。障碍者部会 ・介

護派遣事業部 ・福祉と人件の学習会 ・レクリエーション部『夢宙人』

。情報提供『障ちゃんニュース』『まっち』 9事務局より前年度の会計

報告と今年度の会計予算案などがありました。

15分の休憩をはさみ質疑応答があり、出席者からは活発な意見が交わさ

れました。

採決は出席者 24名 (内委任状 5名 )、 欠席者 1名 、過半数 16名のとこ

ろ、過半数以上の賛成を得て無事に 21回総会を終えることが出来ました。

年後の部は「今も続く差別に立ち向かおうH」 というテーマで、宮山福祉

短期大学の国際観光学科の教授を務められている鷹西恒氏の講演を聴きま

した。

色んな差別の事例を聴き、「差別解消法」ができたとはいえ、まだまだ

私たちが声を上げていって、建物のバリアフリーだけではなく、心のバリ

アフリーも広げていこうと改めて思わせて頂ける講演でした。

文責 。中村
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∵☆白イジョ報告

◆年度第 1回目の県指定 重度訪間介護従業者養成研修「ザ☆カイジョ」基

礎課程を 7月 1日 (土 )2日 (日 )、 追加課程を 7月 η5日 (土 )にサンフォ

ルテにて行いました。

◆回も募集人数を 6名 にし、他ヘルパー事業所やデイサービスと新しく入

った文福スタッフ・アルバイトを含め、男性 1名 と女性 5名受講されました。

今回、障害者の介助が初めての方がほとんどでした。

基礎課程では、重度訪間介護の成り立ちや、文福のことについての講義で

八木さんができなくなり、急還理事長がお話しされました。

2日 目の外出実習は天候に恵まれて、 3つのグループに分かれ様々な公共

交通機関を利用して、障害者スタッフとショッピングや車いすを押している

時の道路の状況などを確認していましたが、バスの乗り降りに苦労されたと

いう話を間きました。

追加課程では、コミュニケーションの講義にて、しゃべれない方へのコミ

ュニケーンョンで講師の大野さんから受講者の方全員に質問をするとしヽう

スタイルで行いました。好きなマンガやゲーム、着ている洋服のことなどを

買間されて、実際にタブレットでゲームをする様子を見てもらい盛り上がつ

ていました。

5日間を通して、受講された方々同士で話し合つている姿が印象に残りま

した。

現在は、追加課程で障害者スタッフ宅での訪問実習を行つています。

受講された皆様、各事業所様、スタッフの皆様、ご協力頂きありがとうご

ざいました。

受講された方々からの感想を次号掲載する予定です。

報告者 :森田
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よろしくお願いします。

文福スタッフ 西野 陽子

5月 15日 より、入社いたしました、西野陽子と申します。

私をよく知る人は、私が人様を介助する仕事をしていると言つたら、ます驚

くと思います。まあ、私は世間的な介助のイメージ「人の役に立ちたい」だと

か、「困つてる人に何かしたい」とか、高尚な思考は持ち合わせていないから

です。

はつきり言つて、むしろ綺麗事 =御託を並べられても、反発したくなる捻く

れ、捻らせ野郎です。

では、どうしてこの世界に踏み入れたのか、というと、完全に興味本位です。

とにかく、自分の知らない世界があるのが嫌でした。ただ、それだけです。

それにしても、この仕事に携わつて思うことは、ホンマに人間て言うのは、

面白い生き物だと。みんな違つてみんないしヽ、とはこの事だと。一て、言う位

個性があつて、いい意味で人間臭くて。

私は、色々な方に「面白い」と言イ9れてき

ましたが (多分、そこしか褒められるポイン

トがない)、 自分なんて、まだまだでした。世

界は広い。負けました。

人嫌いを公言していましたが、何の因果か

一番人間に身近である仕事を選んでしまつ

た ,・ =それが良かつたのか ?悪かつたのか

は?年月を経たら答えが出ているかも知れま

せん。
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こんにちは

文福アルバイト 高林 明美

こんにちは。5月 より勤務させて頂いている
｀
高林明美、です。

仕事を探 していたところ、知り合いに紹介され文福のアルバイ トスタッフ

として働 くことになりました。

つまで経験したことのない仕事で初めは不安でいつばしヽでした。そんな私

を受け入れて下り感謝しています。まだまだ、仕事に慣れることが出来す利用

者様が不満に感じられていることと思しヽますが、時間をかけて少しでも満足

して頂ける介助ができるよう努めていきたいと思います。気長にお付き合しヽ

頂けると幸いです。

私の趣昧は好きなYouTuberの 動画を観ることや子供の好きなお菓子を作る

ことです。簡単な物しか作れませんが、美昧しいと言つてもらえるとても嬉し

くまた作つてあげたいと思えます。
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自己紹介

文福アルバイト 福島 美喜

はじめまして、福島美喜(ふ くしま みよし)と 申します。介護の仕事の他、

看板屋、工務店で働いていました。嫁いでからは、主人がやつている鉄工所

や田んば、畑でも汗をながしています。

高齢者に関わる仕事をη5年程してきて、(ほとんどが居宅、ショートとデ

ィ少し)グループの運営の事業所だつたため、コロナで訪問が減つた時は特養

の応援に行くことがありました。時折、盲の方やろうの方に接することがあ

りました。目が見えないと一人暮らしは難しいという理由でまだ認知症でも

なしヽ方が特養にはいられていて。あるかたは、幸せ。と言つておられ、穏やか

に過ごされてしヽたが、あるかたは、まだまだ自立されている部分が多く、周

りの人は話しかけても会話にならず、目が見えなくなつたショックもまだ大

きく、とうてしヽそこの暮らしで満足できているという状況ではありませんで

した。利用出来るサービスを理解することもなく、なんとなく特養に入れら

れているのは、支援員の力不足(動く気がない)のように私にはおもえました。

こ近所のろうの方とおつきあいがあつて、ボランティアでろう者と接する

ことがありました。山菜取りや、ハイキングは間こえる人がペアになつて行

動すると、安心するらしいのです。

学生のころや、子供が小さいころ、プールでアルバイトをしていました。

知的のお子さんを担当することがあり。なによリプールが好きで、言葉で伝

えるのが難しい分、体の動かし方をさわつて練習するようにしていました。

私が′5、れてきた障害の方は以上のような感じだつたと思います。重度の方

はいません。身近なところでは旦那の母が両足先の障害があるため外出には

車いすを使つています。また、同行援護の仕事をしたいと思つたのは、訪間

先の高齢女性の方が緑内症で視力が落ち生活の不自由を訴えられ、間くこと

しかできなかったときに、ぴ―なっつの事業所を知つて同行援護のサービス
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内容を間しヽてこの方にぴつたりのサービスがあった。と思いました。そのか

たとは、つでもお付き合いが続いています。

ぴ―なつつで障害の方と関わる中、その時かけもちしていた高齢者のショ

ートの施設でコロナクラスターがあり、しばらくして、社長から「かけもち

ストップして I」 と言われました。私は、ぴ―なつつの仕事をストップする

気は無いことを伝えて高齢者からは離れることを決めました。とりあえず、

ぴ―なつつに相談したところ、文福を紹介いただきました。正直、辞めるつ

もりのなかつたところの話だつたので、文福にはとても不純な動機にもかか

わらず、受け入れていただいたことに感謝しています。

介助にはいつて感じたことは、福田氏大野氏共に自己決定、自己責任をて

つていされていて、それは想像以上で、自分の暮らし全てを自分で決めてい

る。という強しヽ意志を感じました。そして、関わつている人たちがみな良い

人達だなと思いました。福田氏大野氏の人となりもあるでしよう。周りに集

まる人も′百、くめて、一人暮らしを極めた究極の居宅好きなのかな、と思いま

す。

はまつていることを書くようにとのことだが・ ==

大人になつてからは、はまつていないですね・・・

福田氏が浮気することなくアルフィーのフアンを続けているというのは、

尊敬します。

アルフィーがメリーアンを歌つていたころは、私は、]ACに はいりたかつた

と思います。千葉真一(コ ロナで亡くなつてしまいましたね)がやつていた、

アクション俳優の団体です。最近、息子がテレビに出たり、たまに、志穂美悦

子(旦那さんは長渕剛)がちよろつとテレビに出ていたりすると、ちよつと気

になつたりはしますが =・ =

2② 代のころは和太鼓にはまつていました。自分で考えた曲で競演会に出

たりもしていました。最近またやりたくて、子供たちの練習に顔を出したり

しています。

真剣に遊ぶ大人つて良いですよね !(AA)
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旧優生保護法強制不妊報告書が

出されて思う事

河上千鶴子 (アパッチ)

去る、 6月 19日 に、旧優生保護法による被害実態調査を、まとめた報告

書が、国会に提出されました。この報告によると、全国では、 2万 4995

人で本人の同意なしが65パーセントです。人工妊娠中絶が約 5万 9② ②②

人で、合計8万 4② ②②人いるという事です。被害者は最年少が9歳で実施、

不妊手術を福祉施設の入所条件に、他の病気と偽つて手術を実施してしヽたこ

とが明らかになりました。

富山では、 502件という事です。 5年前に、私達が県庁に行き、間いた

時は、「音の事なので、資料が残つていない」としヽう回答だつたのです。それ

なのにどうして調べたのか、私達に嘘をついていたとしか思えませんね。そ

のことを思うと腹が立ってきます。

富山でも、もつと実際はあると思うし、昨年の暮れに発覚した、北海道江

差町「あすなろ福祉会」知的障害者のグループホームで、20年以上前から

「同棲や結婚は認めるが、子供を持つことは認められないとして、不妊処置

をするようにしていた。子供が出来たら、ケアから外れてもらう」みたいな

施設が、探せばまだあると思います。いくら、法律が無くなっても、人々が

私達、障害者を見る意識が変わらない限り、それこそ、「結婚までは良いが子

供を産むのは、ダメだ」という考え方になると思うのです。どれだけの障害

者が子供を産む権利を奪われて来たことかを本当に真剣に考えてほしいで

〔8〕



第二種郵便物承認 HSK「『文福』ニュース『障』ちゃん NO,279」 通巻 5757号 2023年 9月 1日 発行

す。

そして、◆回の事で、チューリップTVから取材があり、6月 21日 に放

送されました。

この放送後、ヘルパーさん達と話した時に、問題は違うけど、自分が子宮

筋腫で病院に行つた時に医者が、「もう子宮はいらないだろうから取つてし

まえばいい」と言われた。まだ、子供をもう一人欲しいと思つていたのにと

話をしてくれました。

子宮は、単なる子供を宿す道具ではないはずです。身体には、いらない物

はないと間いています。産婦人科のお医者さんの意識、そこに流れる優生思

想も変えてしヽかないとダメだと改めて感じました。

また、他の人との話では、子供は親や家族で育てていくものだという固定

観念もまだまだ強いなあと◆回の事で感じた、私です。

〔9】
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「あすなろ」報告

日下 正秀

◆年の第 21回文福総会の記念請演会が、「◆も続く差別に立ち向かお

う !|。 」と言うテーマで執り行われました。その総会に合わせた訳ではない

と思しヽますが、北海道のあすなろ福社会による施設利用者への不妊手術が発

覚した問題で「あすなろ福社会」には抗議文を、厚労省に対しては、障害者

施設へのその差別的なやり方を放置してきた責任と、他の障害者施設につい

てどのような施設運営がされてきたか把握することと◆後再び繰り返され

る事のない様にとの要請文を送りました。しかし抗議文を送つた翌月に東京

都府中市の社会福祉法人で、市職員 OBの元副理事長による知的障害の利用

者に対する暴力が繰り返し

続いていたことが新間報道

で明らかになりました。「あ

すなろ福社会」、東京都府中

市の「清陽会」などでの「差

別事件」から「差別事例」こ

の2つを取り上げましたが、

ここで皆さんに謝らなけれ

ばならないことがあります。

総会当日私がなんと進行役

である議長をおおせつかり、

〔10〕
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規
定
外
の
給
与
を
受
給
Ｃ
職
露

の
タ
イ
ム
カ
ー
ド
を
改
ど
ん
０

職
員
へ
の
祭
行

・
祭
言
な
ど
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
ー
も
し
て

い
た
．
内
部
で
臨
題
化
し
た
後

の
鍋
採
末
に
選
職
Ｖ
た
。
同
法

人
で
は

，
過
去
１０
年
間
で
利
用

者
へ
の
工
震
不
払
い
も
１
億
円

以
上
あ
っ
た
。
最
初
の
慮
待
通

報
は
お
撃
花
泌

っ
た
が
、
府
中

市
が
慮
待
を
認
定
し
た
の
は
２。

年
７
月
っ
市
の
担
当
者
は

一も

っ
と
阜
い
対
応
が
必
要
だ
っ
た

と
患
う
。
利
用
者
に
は
申
し
訳

な
い
一
と
し
て
い
る
．
市
は
今

年
１
月
か
ら
社
会
福
祉
法
に
基

づ
き
、
同
法
人
へ
の
特
別
監
査

を
進
め
て
い
れ

同
法
人
の
千
田
意
司
理
慕
長

は

「現
段
階
で
は
取
材
に
は
応

じ
ら
れ
な
い

一
、
元
副
理
事
長

は
家
族
を
通
じ
て

い話
す
こ
と

は
な
い
」
と
し
て
い
る
。

雲
い
一
と
指
摘
れ
利
用
者
の
保

障
害
者
慮
待
１０
年
間

茎
爪
福
祉
法
人

７

年

間

認

定

せ

ず



第二種郵便物承認HSK「『文福』ニュース『障』ちゃんNO,279」 通巻5757号 2023年 9月 1日 発行

かなり体と精神にプレッシャーをかけた結果だとは思います。もう一つの原

因は、会場がサンフォルテだつたのですが、会場の妖気にあてられたか、突

如の体調不良に見舞われて、年後からの鷹西さんの請演を聞くことができま

せんでした。参加したような嘘を書くはめになりました。嘘つきの紹介文で

すが、悲しいことに中身の新間記事は本物です。

0グ ル ープ 本 ―ム  障

害 者 総 合 支 ,愛 法 に 基 づ

き 、知 的 障害者 や精 神 卜草

害 者 らが 少 人 数 型 共 同生

活 を 送 る 制度 。 単 身 が 不
安 だ った り、一 定 の介 護

が 必 要 だ っ た り す る た

め 、支援 を受 けな が ら地

域 生 活 を 希 望 す る人 が利

用 す る。 運 営 伎町ま利 用 者
の ニ ーズ に応 じて 、食 事

や入 浴 な ど生 活 _との援 助

を行 う。 熙 よ、 刃 電定 員
は 2人以上 10人以 下で 個
室 。 一戸 建 て や 質貸 マ ン

シ ョンな ど さ まざ まな形

態 が ある 。 20224f■ 月現
とと、 兼勺■アテ1000ノ

`万

斤Ч]*V
15万5000人 が利 用 して ,ゝ

る 。

ズ…ムa

② 知 的 陣 害 者 の 不 妊 処

綴 問 題  北 海 道 江 差 町 の

社 会 福 祉 法 人 「 あ す な ろ

衛ネJI会 J(樋 ,ヨ 英 俊 F〔l事

長)が運営するグループ
フ■ミーム(GH)で、結婚 )ヾ

同様 を希 望 す る カ ップ ル
に、 男 lテキはパ イ プ カ ッ ト

手 術 、女 性 は避 妊 リング

装 蕎 を求 めて いた。 1998
年 (~'るか らで 、対 象 は男
ど(81子祖16人。 20224,12デ■
に発 覚 し、北 海道 が障 害

者 総 合 支 援 粧、に基 づ き監
査 を進 めて いる

`】

道 は所

管 す る GHを 対 象 に実 態
を 調査 して いる。

知的障害者の子育て

グループホーム想定せず
支
援
制
度
不
備

改
善
を

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
障

害
者
総
合
支
援
法
は
Ｇ
Ｈ
の
入

居
者
に
つ
い
て

「原
則
１８
歳
以

上
の
障
害
者
」
と
規
定
す
る
。

地
域
で
支
援
を
受
け
な
が
ら
自

立
生
活
を
送

っ
て
も
ら
う
こ
と

が
大
き
な
目
的
で
、
成
人
が
個

塞
で
生
活
す
る
こ
と
を
想
定
。

一
方
、
Ｇ
Ｈ
で
の
子
育
て
を
想

定
し
た
規
定
は
存
在
し
な
い
っ

障
害
者
向
け
に
特
化
し
た
育

児
支
援
制
度
も
な
く
、
保
鮭
師

に
よ
る
家
庭
訪
間
な
ど

一
般
的

な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て

対
応
す
る
と
い
う
の
が
国
の
立

場
だ
が
、

当
事
者
の
エ
ー
ズ
に

応
え
切
れ
て
い
な
い
の
が
突
情

だ
。

神
奈
川
県
茅
ケ
崎
市
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人

「
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ

（う
ち
江

の
Ｇ
Ｈ
で
、
４
歳
と
Ｏ
歳
の
子

ど
も
２
人
を
育
て
る
男
性
（３６
）

は
、

自
身
と
妻
に
軽
度
の
知
的

陣
筈
が
あ
り

「
（身
近
に
い
る
）

職
員
か
ら
子
育
て
の
仕
方
や
、

困

っ
た
と
き
に
ど
こ
に
関
け
ば

い
い
か
を
教
え
て
も
ら
わ
な
い

と
、

分
か
ら
な
い
」
と
話
す
。

牧
野
愛

一
理
事
長
（５８
）
は

「特

に
軽
度
の
知
的
蝉
害
者

の
場

合
、

出
産
や
子
育
て
を
希
望
す

る
人
は

一
定
数
存
在
す
る
」
と

指
摘
。

Ｇ
Ｈ
側
が
手
介
当
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る

の
が
実
情

で
、
報
酬
の
加
算
を
訴
え
る
。

厚
労
衛
は
■
月
の
通
知
で
、

獲
育
支
援
の
た
め
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
や
子
育
て
関
連
施
策
を

最
大
限
活
用
す
る
よ
う
要
請
。

た
だ
Ｇ
Ｈ
の
入
居
要
件
か
ら
外

れ
る
子
ど
も
の
位
置
付
け
は
明

確
に
さ
れ
ず
、

Ｇ
Ｈ
に
よ
る
育

見
支
援
の
コ
ス
ト
負
極
に
つ
い

て
も
整
理
さ
れ
て
い
な
い
。

日
本
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
学
会

の
荒
井
隆

一
代
表
は

「
Ｇ
Ｈ
は

「
啓
ら
し
の
場
」
で
、

日
常
生

活
だ
け
で
は
な
く
人
生
そ
の
も

の
を
支
援
す
る
。結
婚
や
出
産
、

子
育
て
も
当
然
合
ま
れ
、

そ
の

人
が
ど
う
暮
ら
す
か
は
保
障
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
制

度
で
対
応
で
き
て
い
な
い
な

ら
、早
急
な
改
善
が
望
ま
れ
る
」

Ｌ
謡

っ
た
。

報
酬
加
算
が
必
要

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
実
情
に
群

し
い
明
星
大
の
平
井
威
客
員
教
授

（特
別
支
援
教
育
学
）
の
話
　
ロ

本
で
は
子
育
て
は
親
が
狙
う
意
識

が
強
い
が
、

社
会
が
共
同
で
予
育

て
す
る
考
え
も
必
要
だ
。
育
見
に

は
日
常
的
な
支
援
が
必
要
で
、
４

活
の
場
で
も
あ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム

（
Ｃ
Ｈ
）
で
職
員
が
サ
ポ
ー
ト

す
る
の
が
適
し
て
い
る
。

「不
良

な
子
孫
の
出
生
防
止
」
を
目
的
に

掲
げ
た
旧
優
生
保
護
法

の
影
響

で
、
日
本
は
知
的
障
害
者
の
人
権

に
つ
い
て
意
識
が
低
い
が
、
社
会

参
加
が
進
む
中
で
子
育
て
に
つ
い

て
法
的
な
整
理
が
必
要
だ
。

具
体

的
に
は
Ｇ
Ｈ
へ
の
報
酬
の
加
算
の

ほ
か
、
居
室
の
広
さ
な
ど
に
配
慮

し
た
子
育
て
支
援
型
の
●
Ｈ
制
度

を
つ
く
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

巡でグ

桑嘗孝
の 1

三e

i しないに1の

i紹 1度に不備、

1改 iri求 める声

ｏ
職
韓
購
噸
鵡
醐
鱒
報
機
鶏
却
隷
感
』
噂
お
熟
荘
稗
卿
曝
貯
わ
ψ
卵
『
〕
耕
田
醇
は
』
蜘
時
嘲
嘲

連
し
、
育
児
を
想
定
し
な
い
国
の
制
度
に
不
備
が
あ
る
と
し
て
、
福
祉
現
場
か
ら

「早
急
な
改
善

を
」
と
声
が
上
が
る
。
生
ま
れ
た
子
ど
も
の
Ｇ
Ｈ
で
の
生
活
は
現
行
法
上
、
位
置
付
け
が
あ
い
ま

い
な
グ
レ
ー
プ
ー
ン
と
さ
れ
、
回
の
対
応
が
注
目
さ
れ
る
。

〔11〕
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○ Oo

これを入力しているのが 7月 の下旬。数日前から全国的に55度前後の暑

さが続いていますが、いかがお週ごしでしようか。電気代も上がるというこ

とも気にしながらエアコン生汚。たまに外にも出るようにしています。

先日のザ★カイジョにて、理事長から進行係を仰せつかり !?開催さ才した

日は1日ぶつ通しでやり遂げて、次の日の朝、体が思うように動かす日立き気

に襲われました。ちょうどヘルパーさんが来られて、かろうじてバナナ 1本

食べられましたが、それから夏風邪をひしヽてしまい、食欲が出ない日が一週

間続きました。熱はなく、気力で水分をたくさん摂り、ようやくまともに食

事がおいしく感じるようになりました。まだまだ気温が高い日が続きそうな

ので、体調を整えて過ごさねば。

9年は町内のイベントや花火も復活するし、お正

月以来お盆に実家へ帰ろうと思つています。実家で

は数か月前に犬を飼い始めたそうで動画も送つても

らいましたが、実際に会えていません。散歩が苦手

らしい。早く会えるのを楽しみにしています。

〔12〕
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以前にも書きましたが、テレビ番組の「ヤギと大悟」にはまつていて、全

国的にも放映されるようになり、富山でも4月 から約 1か月遅れですが、毎

週日曜日のお昼に放映されるようになりました。

ヤギのポポちゃんは、オスですが、大悟さんとのやり取りでとてもよいキ

ャラを出しています。

最近では「モロコンくん」という新しいヤギが出てきて、そのかわいさに

ポポちゃんがすねてしまうという場面もあり、他の動物を怖がつたり、こわ

もてのお父さんがポポちゃんを怖がつたけれど、最後にはなでることができ

たり、とある牧場で 5頭のヤギと出会い、「メエメエ」と共鳴したり、(こ の

場面が最高に面白く、何度も見てしまう。)雑誌の「 an=an」 の表紙にも

なりました。

最新の話はTVerで 、落ち込んだとき、気が重いときによく見ています。

〔13〕
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蓼歯入金箇,

台欲n秋 P運動の秋Pかた奪を兼ヒtヽ秋 r

隷拶中抄畠うシ解 で遊んを

t,満日契しかうガ

山市購書書禍祉平うギ・集合

山市福祉バえEt出発 y

う一メュう多ドヱll若

ぺ去ュースツ,― ト

わって遊ひたと`人けミう―デュうンドで

おどで遊ひ誹しか。

★ュー棟集合

・集合写真撮影

ス乗車

う一メュうンド出発 ノ

韓市福祉ブうイヱll着・解散 強  丼

ぺ 7

.中為縮切 :9盈 ユ0口 み痴心働略い嬬書l移 、醜 と警切―

(交通費∫心む0代・散じⅢ物代,
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◆◆後の予定◆
このコーナーでは、基本的に文福や他団体の◆後のお知らせ

を載せていきますので、チェックして、たくさんの方々にお越

し頂ければと思います。よろしくお願いします。

◎連続学習会

日 時 :11月 18日 (土 )午後 1時半から4時

場 所 :サンフォルテ 5② 7号室

内 容 :お話と「ひとり芝居」

河除 静香さん

参加費 :無料  (カ ンパ大歓迎)

お問い合わせ先 :NPO法 人文福 TEL ②76-46② ―②590

担当 河上さん (火 ・木 12:② ②から15:② ②)

〔15〕
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ありがとうコーナー
★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

今後もよろしくお願いします。
★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★★☆★☆★☆

もう 9月 になろうとしています。 7月 には、九

州の方や四国では、線状降水帯が発生 して大雨特

別警報が、石川、自山でも初めて出されました。
また、東北も大雨で被害も出ました。まだまだ暑
い日が続きますが、曽さん夏パテは、大丈夫です
殉ヽ ?

出来るだけ、美昧しい物を食べて、来養を取つ
て、暑い夏を乗り切りましょうね。(アパッチ)

*2023年度新手見会員・継続会員 *
瀬戸縄美子さま 粟島実さま 入江真理さま 京谷昌厚さま 中川希世さま

高林明美さま 新田知子さま 永井広克さま 椎恵子さま 川原登喜のさま

加藤政和さま 柳川ひとみさま 大西貞夫さま 珍部千鳥さま 松浦義和さ

ま 本林可南さま 福岡泰子さま 澤則雄さま 横山久恵さま 吉川行隆さ

ま 塚本聡さま 河原井純子さま 保坂和識さま 田辺田狸子さま 菅野アイ
コさま 掛田博子さま 今度純子さま 小川毅さま 鈴木栄さま 福島美喜
さま 藤塚清美さま 青木美保子さま 小倉利丸さま 藤江民さま かもめ

のノートさま 井上健太郎さま 佐々木量子さま 中島正浩さま 東初美さ

ま 安本来二さま 豊田友子さま 谷口良夫さま 藤喜美子さま

*カ ンパ* 田辺曜子さま 藤塚清美さま 中島正浩さま 豊田友子さま

*いただきもの* 中田玲子さま 株式会社来工社さま
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